
 

 

 

 

 

             

小学生 520 名 中学生 284 名 
平成 18 年 (2006 年 )に比べ、小学生は 241 人、中学生は 112 人の減少で

す。学校は、感染症対策に心がけ様々な取組が行われています。  

仲間と学ぶことや自分で考える学習がタブレットや様々な ICT 機器を用いた

り少人数指導の指定を受け、算数・数学の指導を行ったりしています。(富川 ) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

門中の数学の先生が門小で指導した

り、小・中学校の先生が一緒に指導方法

を研修したりして小・中の連携を深めて

います。(門別 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＳ通信  

 

 
つなぐ 

学校を地域にひらき、地域と結びつき、共に子どもをはぐくむ  

 

 

 
ひらく→つなぐ→はぐくむ 

第２号Ｒ３.８ 

教育委員会 

富川小学校  

校長  品田  和輝 

児童数  27５名  

【学校の教育目標】 

○考える賢い子(正しく) 

○心豊かな子(明るく) 

○たくましい子(強く) 

 明 治６年に仙台藩の旧官舎を修理

し、佐瑠太教育所として発足。 

門別小学校  

校長  江口  秀和 

児童数  １５２名 

【学校の教育目標】 

○かしこい子ども 

○ゆたかな子ども 

○たくましい子ども 

 明治１４年、校舎を新築し開校。 

 

 

富川中学校 

校長  深堀  美紀 

生徒数  161 名  

【学校の教育目標】  

○自ら考え 行動し 創造する生徒 

 昭和２２年、富川

小 学 校 の 一 部 校 舎

を借用して開校。  

 

 

 

門別中学校 

校長  川野 靖幸 

生徒数  ６8 名  

【学校の教育目標】 

○磨く…夢をもち、進んで学ぶ生徒 

○高め合う…相互に認め、高め合える生徒 

○切り拓く…心身を鍛え、挑戦し続ける生徒 

 昭和２２年、門別小学校の一部校舎

を借用して開校。 

 

  

 

 

 



夏休みの非行防止夜間巡回指導や小・中学校への助成など育成協の活動が厚賀

地区の子供たちの健やかな成長を願っています。まさに CS です。秋には、小・

中学校合同避難訓練も予定しています。(厚賀 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日高高校 CS と連携を図り、小・中学校の運動会、体育祭等で日高高校生の支

援を受けています。また、廃品回収は日高地区の大きな取組です。 (日高 ) 

児童数の減少で小学校は、3 年と 4 年、5 年と 6 年が同じ

教室で学んでいます。(複式指導) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あんしんメール、マチコミメール等、保護者と効

率よくしかも確実にとる連絡手段が全小中・学校で

行われています。特に緊急時の連絡では力を発揮し

ています。95％以上の保護者が登録しています。 

厚賀小学校  

校長  阿部  秀智 

児童数  ５４名 

【学校の教育目標】 

○自ら考え創り出す子どもの育成 

○心豊かに支え合う子どもの育成 

○たくましく挑戦する子どもの育成 

 明治３０年、山本森太郎所有の倉庫

を借り受け、仮校舎として開校。  

 

日高小学校  

校長  島﨑  和信 

児童数  ４０名 

【学校の教育目標】校訓「まごごろ」 

○すすんで学ぶ子 

○心のゆたかな子 

○自らきたえる子 

       明治４２年、右左府簡

易教育所とし開校。 

厚賀中学校 

校長  千葉  敏昭 

生徒数  ３１名 

【学校の教育目標】 

「拓心」「拓磨」を指標として 

○自ら考え、進んで学習し行動する生徒 

○責任を重んじ、協力しあう生徒 

○心身ともに健康で、ねばり強い生徒 

 昭和２２年、厚賀小学校の一部校舎

を借用して開校。 

日高中学校 

校長  瀬戸  肇   

生徒数  ２４名 

【学校の教育目標】 

○創造力の豊かな生徒 

○自主的な生徒 

○健康な生徒 

昭和２２年、2 学級編制 

で設置 (千栄と冨岡に分校があった )。 

 
 

 

 

 

  

 

 

メールの登録  

次号は高校紹介と  

地域との結びつき  

 
  


